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わかりやすい予算書 
 
 市民の皆さんには、日頃から湖西市のまちづくりに対して深いご理解とご協

力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

 湖西市の財布の状況（予算）を理解していただけるように、Q&A方式で、

できる限りわかりやすい表現とするよう心掛けて、「わかりやすい予算書」を

作成いたしました。 

 

平成30年度は、未来の湖西市に向かって確かな成果の基盤をつくる大事な

年であり、『幸福度日本一のまちづくり』を目指し『職住近接』『稼ぐ力の強化』

をキーワードに子育て支援の充実、産業の振興、観光・シティプロモーション

の推進を重点事業とし、「歳入に見合った歳出構造」の考えのもと、新・湖西

市総合計画を着実に実現するための予算といたしました。 
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Ｑ.「予算」から 

何がわかるの？ 

Ａ.市民の皆さんに納めていただいた税金が、

何に使われるのかがわかります。 

歳 入 
＝１年間の湖西市の

収入の見積もり 

 
 
 
 
 
 

税金はどれくら

い見込める？ 

国や県からの

補助金は？ 

歳 出 
＝１年間の湖西市の

支出の見積もり 

 
 
 
 
 
 

どんなこと

に使う？ 

 

基 金 
 ＝ 貯 金 

市 債 
 ＝ 借 金 

貯金は、いくら

くらいあるの？ 

何に使う？ 

借金は、少ないほう

が良い？ 

金利の安い時に借

りたほうがよい？ 

市
民
協
働
で
創
る
「
市
民
が
誇
れ
る
湖
西
市
」 

どんな事業

をやる？ 

湖西市 
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     前年の１０月          １月末          ３月    ４月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ.「予算」は 
どうやって決まるの？ 

Ａ.市長は前の年の夏ごろから予算案の検討を始
め、新しい年度が始まる前の３月議会に予算案

を提出します。予算は、市民の代表である議会

の議決により成立します。 

 

来年度の税

収 見 込 み

は？ 

予
算
編
成
基
本
方
針
の
決
定 

社会経済情勢

はどうか？ 
実施計画はどう

なっている？ 

予
算
案
を
議
会
に
提
出 

予 

算 

成 

立 

新
年
度 

事
業
開
始
・
予
算
執
行 

予算の調製 

予算審議 

・予算特別委員会 

・常任委員会 

各課
．．
において予算要求書の作成 

 （どんな仕事をやるのか決めて 

予算の見積もりをします。） 

↓ 

財政担当
．．．．

において予算の査定作業 

 （歳入に見合った歳出となるよう 

調整をします。） 

↓ 

市長査定
．．．．

（予算案の作成） 

来年度は○○事業

に力を入れよう！ 

Ｑ.補正予算
．．．．

て何？ 

Ａ.３月に提出する予算案（当初予算）は、

新年度１年間に実施する事業の経費や財源

を見積もった予算です。 

予算提出時には想定できなかった国の制

度改正や、不測の事態などが年度の途中で

生じた場合に年度の途中で改めて追加の予

算案を調製し、議会に予算案を提出します。

これが補正予算です。 

△△事業は、やり

方を見直そう！ 

選択と集中 

効果・サービ

ス向上する

ような事業

内容に！ 

コスト削減 

 

予算が成立するまでの流れ 
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Ｑ.平成30年度の「予算」

はどうなっているの？ 

Ａ.予算の総額は、 

  339911億55,,775588万円 
一般会計は、 

 220055億円 
特別会計は、 

 110022億99,,447788万円 
企業会計は、 

  8833億66,,228800万円 

一般会計とは？ 

 通常、市の行政サービスは一つの大き

な財布で経理を行っています。この会計

を「一般会計」といいます。 

 市税、国や県からの補助金・交付金、

手数料などの収入が使われます。 

特別会計とは？ 

 特定の目的を持った事業を行う場合や、下水道料

金のような特定の収入をもって、事業を行う場合

に、一般会計と収支を分けて経理する会計です。 

 湖西市には、 

 ・国民健康保険事業特別会計 56億 4,300万円 
 ・介護保険事業特別会計   39億 8,494万円 
 ・後期高齢者医療事業特別会計 6億 6,684万円 
 があります。 

企業会計とは？ 

 特別会計の内、地方公営企業法を適用し、民間と

似た経理を行っているものを「企業会計」といいま

す。 

 湖西市には、 

 ・公共下水道事業会計   25億 6,022万円 
 ・水道事業会計      15億 8,074万円 
 ・病院事業会計      42億 2,184万円 

があります。 

 

※平成30年度から公共下水道事業が 

特別会計から企業会計に移行されました。 
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① 市民の皆さんが納める税金が、収入の約半分（53.6％）を占めています。 
② 地方交付税は、昨年度より38.1%減っています。 
③ 市債は投資的経費の縮減および財政健全化に向けて、昨年度に比べて
22.0％減っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜＜一般会計・歳入＞＞ 

 
 
 

 
 

市税

109.8億円
53.6%

繰入金

12.4億円
6.0%

使用料及び手数料

5.4億円
2.6%

寄付金

4.7億円
2.3%

自主財源

その他

9.6億円
4.7%

国庫支出金

23.3億円
11.4%

県支出金

11.7億円
5.7%

地方消費税交付金

12.3億円
6.0%

市債

7.1億円
3.5%

地方交付税

3.9億円
1.9%

その他

4.8億円
2.3%

Ｑ.湖西市の平成 30年度

の「歳入（収入）」には

何があるの？ 

Ａ.主な収入は、皆さんからお預かりする市の税金
です！このほか、国や県からの補助金や手数料、

借入金などがあります。 

市民の皆さんに 

納めていただいた

市の税金 

積立金の取崩しや 

特別会計からの収入 

国から使いみ

ちを決められ

て交付される

補助金 

県から使いみち

を決められて交

付される補助金 

国や金融機関

等から借り入

れた借金 

国から一定のルール

で配分されるお金 

 

平成３０年度収入の特徴 

国から配分される

地方消費税1.7％ 

分担金・負担金、使用料・

手数料、財産収入、繰越金 

ふるさと納税

寄附金など 

国から配分され

る地方譲与税、利

子割交付金など 

歳 入 
 

205億円 

 

延滞金、預金利

子、雑入など 
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（単位：百万円） 

 
 

 
 

 
 
  
  
 
 
 
 
 

Ｑ.「市税収入」は 

どれくらいあるの？ 

Ａ.皆さんからお預かりする市の税金の合計額は、 

110099億77,,771188万円 です。 

個人の所得などに応じて課税されます。 

市内の会社（法人）の収益などに

応じて課税されます。 

市内に土地、建物、償却資産を持って

いる人に課税されます。 

市街化区域内の土地や建物を

持っている人に課税されます。 
軽自動車を持っ

ている人に課税

されます。 

たばこの購入に対し課税

されます。 

市税について 

 市税全体では、平成

29年度と比較してほ

ぼ横ばいの 0.2％の増

となりました。 

 法人市民税は業績の

上向き傾向により前年

比 5.7％の増となって

います。 

一方、固定資産税は、

3年に一度の評価替え

の年です。一部で土地

の下落が続いており前

年比 2.4％の減となっ

ています。 
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＜＜一般会計・歳出（目的別）＞＞ 

 

民生費

60.5億円
29.5%

衛生費

32.4億円
15.8%土木費

25.2億円
12.3%

総務費

20.6億円
10.0%

教育費

20.6億円
10.0%

公債費

16.1億円
7.9%

消防費

13.5億円
6.6%

商工費

9.7億円
4.7%

農林水産業費

2.4億円
1.2%

議会費

1.8億円
0.9%

その他

2.2億円
1.1%

Ｑ.税金などの収入は 

何に使うの？ 

Ａ.新総合計画に基づく「７つのまちの姿」を目指
し、福祉や教育、まちづくりなど各種事業を行

うために使われます。 

議会の運営など

に使われる費用 

市庁舎の管理、市民協

働などに使われる費用 

ごみ処理、環境、保健衛

生などに使われる費用 

道路や公園などの維持管理、新所原

駅周辺整備などに使われる費用 

幼・小・中学校、

生涯学習などに使

われる費用 

市の借金の返

済に使う費用 

福祉や児童などに使わ

れる費用 

消防活動などに 

使われる費用 

中小企業の支援や観光

などに使われる費用 

農業の活性化などに

使われる費用 

歳出を使う目的別
．．．

に整理すると 

目的別 

市役所の仕事を 

どんな目的の仕事か？で分類し

ています。 

歳 出 
 

205億円 
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＜＜一般会計・歳出（性質別）＞＞ 

 

 
 
 義務的経費と消費的経費を合わせて「経常的経費」といいます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議員や委員の報酬、職員の給与や

諸手当に使われる費用 

生活保護費や児童手当など

各種扶助に使われる費用 

市の借金の返済に

使う費用 
消費的性格を持つ（賃金、旅

費、需用費など）市の経費に

使う費用 

道路、公共施設などを維持

管理するために使う費用 

自治会や各種団体等に

交付される補助費や講

師謝礼、保険料、負担

金などに使う費用 

道路や公共施設の建設など

投資的な目的で使う費用 

一般会計から特別会計に

繰出す費用 

義務的経費 

 義務的経費とは、職員の給与などの「人件

費」、生活保護費などの「扶助費」、借金の返

済である「公債費」のことで、毎年必ず支出

しなければならない費用です。 

消費的経費 

 消費的経費とは、光熱水費などの「物件

費」、施設の修繕などの「維持補修費」、団体

への補助金などの「補助費等」のことで、後

年度に形を残さない性質の費用です。 

投資的経費 

 投資的経費とは、公共施設の建設、道路や

公園の整備・建設など将来世代に渡り使用す

るような施設・都市基盤整備にかかる費用の

ことです。（普通建設事業費） 

その他の経費 

 その他の経費とは、貯金（基金）への積立

や特別会計への繰出金などの費用です。 

歳出を使う性質別
．．．

に整理すると 性質別 

違う目的の中でも職員給与や消

耗品代等同じ性質を持ってるお

金で分類しています。 

歳 出 
 

205億円 
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 一般会計には、それぞれの目的の応じた14の基金があります。 

 主なものは、次のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ. 貯金（基金）は、ど

れくらいあるの？何に

使う？ 

Ａ.基金は、特定の目的のために財産を維持し、資
金を積み立て、又は定額の資金を運用するため

に設けています。 

財政調整基金 

（目的） 

  年度間の財源の不均衡を調整するた

めの基金です。財源に余裕がある年度に

積み立て、財源不足が生じる年度に備え

ます。 

   

（H30年度末残高見込み） 

   約22億6千万円 

公共施設整備基金 

（目的） 

  公共施設の建設及び改修に要する費

用に充てるための基金です。 

地震津波対策に対する寄附金は、こ

こに積み立ててあります。H30年度は、

津波避難施設整備や道路整備事業のた

めに、1億 5千万円の取り崩しを予定

しています。 

（H30年度末残高見込み） 

   約8億2千万円 

 
豊田佐吉翁記念奨学基金 

（目的） 

  豊田佐吉翁生誕100年を記念して奨

学事業を実施するために設けた基金で

す。優秀な生徒であって、経済的理由に

より修学が困難な生徒に対し給付しま

す。 

（H30年度末残高見込み） 

   約1億3千万円 

交通遺児等福祉事業基金 

（目的） 

  交通遺児等の福祉の向上に資するた

めに設けた基金です。交通事故によって

遺児となった児童を扶養している保護

者に対し手当を支給します。 

（H30年度末残高見込み） 

   約4千万円 

その他基金 

・減債基金           ・地域福祉基金       ・青少年育成事業基金 

 ・文化の香るまちづくり基金   ・緑と水のふるさと基金   ・環境基金 など 
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                                 （単位：百万円） 
 
 
 
 

 

Ｑ. 借金（市債）は、ど

れくらいあるの？なぜ

借金するの？ 

Ａ.公共施設の建設費には一度に多額の経費がか
かります。その経費を調達するために借金をし

ます。資金繰りという面もありますが、将来の

市民の皆さんにも公平に負担していただくと

いう面もあります。 

借金をすると返済の必要が出てきます。 

借りるお金と返済のお金のバランスを考えて将来の負

担が大きくなりすぎないように適正な管理をする必要

があります。 

今年も借金が減っ

たわね！ 
市債は、借金だ

から後年の負担

が増え過ぎない

よう調整してい

るんだよ。 

H30年度は、津波避難タワー整備、新居中

学校南校舎外壁改修のほか、大倉戸茶屋松

線道路等の道路整備、河川改修のために借

り入れを予定しています。 

今の世代の人だけでなく、

将来の世代の人（子供や孫）

も利用するということで、

負担していただくことにな

ります。 
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          マイナス               イコール  

           －         ＝ 
 
 
 
 

１世帯年収 

586万円 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｑ.家計簿に例えると 

どうなるの？ 

Ａ.市の財政を給与 400万円（年間）の家計に例え
ると次のようになります。 

 
 
・基本給、手当（市税、交付金など）     400万円   ・食費（人件費）              141万円 

・パート収入（使用料・手数料）       47万円   ・家族の医療費（扶助費）         111万円 

・親からの援助（国・県支出金）      123万円    ・光熱水費、日用品代（物件費）      120万円 

・繰越金（昨年度残高の繰越金）       16万円   ・教育費など（補助金・貸付金）       116万円 

・貯金の取り崩し（基金からの取り崩し）   39万円   ・車などの修理代（維持補修費）       15万円 

・借金（市債）               22万円   ・家の増改築等（投資的経費）        61万円 

   合   計             647万円   ・子供への仕送り（他会計への繰出金）    32万円 

                            ・ローンの返済（公債費）          51万円 

                           合   計             647万円 

 収 入 支 出  

 

給与 400万円 

給与以外の収入 

   186万円 

必要経費総額 

 647万円 

 
 
 
 
 
 

食費・医療費252万円 

家の増改築等 61万円 

光熱水費等  251万円 

子への仕送り 32万円 

不足分 

61万円 

 貯金の取り崩し 
     39万円 

 

借 金  22万円 

不足するお金は、

貯金の取り崩しと

借金で賄います。 

ローンの返済  51万円 

給与やパート収入だけ

じゃ足りないのね？ 

給与がなかなか上がらないのに、生活

費（支出）が増える傾向にあるから、

食費や光熱費を節約しても貯金の取り

崩しや借金が必要なんだ。 
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『職住近接』 …人口減少対策、昼夜間人口の解消及び定住化促進する事業 

『稼ぐ力の強化』…魅力発信によるこさいファンの獲得・関係人口の拡大 

         

項目 内容 

 

 

 

 

昨年度、中学生まで無

料化したこども医療費

について、子育て支援を

さらに拡充するため、約

2,000万円計上し、平成

30年 10月から高校生

（相当年齢）まで無料化

します。 

 

 

 

若い世代の湖西市へ

の移住を促進させてい

くために、婚姻を機に市

外から転入する世帯に

対し、新たに300万円計

上し助成を行います。 

 

 

 

「こさい」の魅力をSNS

等により発信すること

で、ふるさと納税者や転

出者など幅広く湖西市に

対する親近感を高め、知

名度を上げ、交流人口の

増加、稼ぐ力の強化（ふ

るさと納税）などへ繋げ

ていくために、新たに 97

万円を計上します。 

新婚さん「こさい」へおいでん新生活応援金 

高校生までのこども医療費無料化 

こさいフレンズ（仮称） 

職 

職 

職 

稼 

稼 

Ｑ. 平成30年度予算の主な事業 

・ポイントは？ 

職 
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項目 内容 

 

 

 

 

現在、バスのみ行って

いる利用助成について、

平成 30年度からタクシ

ー利用にも拡充し利便

性を向上させます。 

 

 

 

 

※図については21ページを参照  

企業の移転、業務拡大ニ

ーズに応えるため、新たな

工業団地を造成する浜名

湖西岸土地区画整理事業

に3億1,046万円計上し、

また、産業振興に加え、市

民の利便性向上、新たなま

ちづくりのため都市計画

道路大倉戸茶屋松線の整

備に6億1,321万円を計上

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《現在の岡崎幼稚園》 

岡崎幼稚園と新居幼

稚園のこども園化を進

め、安心と安全な教育環

境の確保及び待機児童

の解消を目指すために、

約5,000万円を計上し、

実施設計等を行います。 

 

高齢者へのバス・タクシー利用助成 

こども園化の加速 

 

産業の振興、雇用の拡大 

 

職 

職 

職 

稼 
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《○○○○○事業》   

 
 
 
 

【事業の説明】 

財   源 

 

工 事 費   ○,○○○万円 

備品購入費     ○○○万円 

その他       ○○○万円 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    
 

Ｑ.平成 30年度は、何に

お金を使うのか、もう少

し詳しく教えて！ 

Ａ.平成30年度の主な事業は次のとおりです。 

  ７つのまちの姿から紹介します。 

◎誰が負担したお金を基（財源）にして、事業を行うかを表しています。 

 ◆国・県：国や県が負担する分 

 ◆市 債：市が借金をしてお金を用意する分 

 ◆ 市 ：市が負担する分（市民の皆さんが納める税金など） 

 ◆その他：利用者が負担する分、その他（使用料や手数料など） 

事業費 ○,○○○万円 

 
 

【例】 

 

担当：○○○課 

国・県 ○,○○○万円 

市 債 

市 

その他 

○,○○○万円 

○,○○○万円 

○○○万円 

事業費の内訳 

◎事業を行う時に係る費用の内訳です。お金の使いみちは、区分ごとに分けられています。 

 ◆報 酬：専門的な仕事などで、必要な日数分だけ仕事をする職員に支払うお金 

◆需用費：行政事務の執行に必要となる消費的な物品の取得・修理のためのお金 

◆委託料：お金を払って事業者などに市の仕事をしてもらうためのお金 

◆補償金：工事に伴う建物や土地などを補償するためお金 

 ◆備品購入費：物品（消耗的な物品を除く）取得のためのお金 

 ◆工事費：工事（設計・管理を含む）などのために支払うお金 

予算上は、全部で28区分あり、

細かく決められています。 

この冊子では、わかりやすくす

るため、区分をまとめて表示し

ています。 

平成 30年度新たに取り組む事業を「新規事業」、事業を拡充し
た事業を「拡充事業」、「ふるさと納税寄附金」を充当した事業

がわかるようリボンや星印でわかりやすく表示しました。 
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「拡充事業」 

総合計画に基づき分類した主な事業 

 

 
（１）総合計画（協働でめざすまちの姿） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《岡崎幼稚園園舎 

耐震補強事業》 

 

 

 

 

 

《その他の主な事業》 

 

新居中学校外壁塗装改修事業  【教育総務課】            ４,４０５万円 

 ・劣化による外壁材の落下があり危険な状態であるので、安全と安心を確保するため、

南校舎の外壁補修を行います。 

 

新居幼稚園こども園化改修事業  【教育総務課】            ３２２万円 

・新居幼稚園をこども園化するため、平成 32年度運用開始に向け、園舎改修工事の実

施設計を実施します。 

 

 

１ ひとが育つまち          ６億２,６００万円 

事業費 ４,５００万円 

 
 
 
 

耐震性が不足しているため耐震補強工事を行うとともに、こども園化改修工事を行

い、安心と安全な教育環境の確保及び待機児童の解消を目指します。平成33年度運用

開始に向け、耐震補強改修工事の実施設計、地質調査等を実施します。 

担当：教育総務課 

財   源 

国・県 ４６０万円 

市 債 

市 

その他 

７００万円 

３,３４０万円 

０万円 

事業費の内訳 

委 託 料   ４,３５８万円 

そ の 他    ,１４２万円 

  

ふるさと応援基金 ５,５５８万円充当 

新 

    
「新規事業」 

新 拡 

   

  「ふるさと納税制度による重点事業」 

 

拡 

新 

 

新 
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社会体育施設維持管理事業  【スポーツ・文化課】      ２億１,３７３万円 

 ・湖西運動公園、北部地区運動広場、梶田多目的運動広場、みなと運動公園、新居ス

ポーツ広場公園、勤労者体育センター及び複合運動施設の施設管理を行います。 

 

自治会活動支援事業  【市民協働課】              ７,１７６万円 

 ・自主的な自治会活動を支援し、地域住民の自治意識と連帯感の高揚を図ります。 

また、自治会の公会堂の建設を補助します。 

 

中央図書館運営事業  【図書館】                ３,０２０万円 

 ・書籍や視聴覚資料をそろえ、図書資料を充実させます。 

 

特別支援教育推進事業  【学校教育課】             ２,８７６万円 

・個にあった学びを充実させるため、一人一人の学習を支援する特別支援員を配置し

ます。 

 

生きた英語教育推進事業  【学校教育課】            ２,１１７万円 

 ・外国語指導助手を幼稚園、小学校及び中学校に配置し、コミュニケーション能力の

素地と基礎を育成します。 

 

多文化共生事業  【市民協働課】                １,５８２万円 

  ・外国人と日本人が、相互の理解及び協調のもとに、安心して暮らせる地域づくりを

推進します。 

 

中央図書館施設維持管理事業  【図書館】            １,２９７万円 

 ・図書館施設及び図書資料の維持管理を行います。 

 

西部公民館管理運営事業  【社会教育課】            １,０６６万円 

  ・西部公民館の管理運営を行います。 
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２ ふれあいあふれる、はつらつとしたまち １７９億４,８２４万円 

《こども医療費助成事業》 事業費２億７,２７１万円 

 
 
 
 

現在、中学生まで無料化しているこども医療費について、平成30年10月から高校生

（相当年齢）まで無料化します。 

担当：子育て支援課 

財   源 

国・県 ４,９０８万円 

市 債 

市 

その他 

０万円 

２億１,８６３万円 

５００万円 

事業費の内訳 

扶 助 費  ２億５,３５２万円 

手 数 料     １,６１９万円 

そ の 他       ３００万円 

《その他の主な事業》 

 

自立支援給付費（障害者福祉施設通所給付費）  【地域福祉課】       ２５０万円 

 ・障害者の社会参加の促進及び自立の助長を図るため、平成30年10月から、障

害者福祉施設に通所する方に対し、通所に要する費用の一部を助成します。 

 

妊婦乳児健康診査事業  【健康増進課】               ５,２８４万円 

・平成30年度から、不妊治療費助成制度に新たに不育症治療費の助成を加えます。 

 

高齢者ﾊﾞｽ等利用料金助成事業  【長寿介護課】            ４２１万円 

 ・現在、バスのみ行っている利用助成について、平成30年度からタクシー利用にも拡

充します。 

 

住宅整備費  【建築住宅課】                    ３,４７５万円 

 ・市営住宅長寿命化計画に基づき、市営栄町住宅Ｂ棟屋根外壁改修工事を行います。 

 

児童手当支給事業  【子育て支援課】              1０億２,９３５万円 

 ・中学校修了前の児童を養育している保護者へ支給します。 

ふるさと応援基金 ５,６５９万円充当 

 

拡 

拡 

新 

拡 

拡 
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自立支援給付費（介護・訓練等給付費）  【地域福祉課】     ６億８,４００万円 

 ・障害者総合支援法に基づき、障害者の自立を支援するための給付費を支給します。 

 

生活保護実施事業  【地域福祉課】              ２億８,４９６万円 

・生活保護法に基づき、生活困窮者に最低限度の生活を保障するとともに、自立を助

長します。 

 

児童扶養手当給付事業  【子育て支援課】            １億５,２５２万円 

 ・離婚等の理由により児童を監護し生計を同じくしている父、または監護している母

等ひとり親へ支給します。 

 

予防接種事業  【健康増進課】                １億５,１１２万円 

 ・予防接種法に基づき疾病予防のための予防接種を行います。 

 

障害児通所支援事業  【地域福祉課】             １億４,８８８万円 

 ・児童福祉法に基づき、障害児を支援するための給付費を支給します。 

 

心身障害者福祉費（重度障害者（児）医療費）  【地域福祉課】  １億３,７３３万円 

 ・重度障害者（児）に係る医療費の自己負担を軽減し、福祉の推進を図ります。 

 

生活習慣病健診事業  【健康増進課】               ８,００７万円 

 ・健康増進法に基づき、主に４０歳以上の成人を対象に各種検診を実施し、生活習慣

病予防を行います。 

 

社会福祉事務事業  【地域福祉課】                ６,２８４万円 

・社会福祉団体等と連携を図りながら、地域福祉関係事業の推進を図ります。 

 

 

《特別会計・企業会計》 

 

国民健康保険事業特別会計  【保険年金課】         ５６億４,３００万円 

 

後期高齢者医療事業特別会計  【保険年金課】        ６億６,６８３万円 

 

介護保険事業特別会計  【長寿介護課】           ３９億８,４９４万円 

 

病院事業会計  【市立湖西病院】             ４２億２,１８４万円 
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３ 安全で安心して暮らせるまち   ６億４,１０６万円 

《地震対策関係経費》 

 

事業費 ２億８,９６２万円 

  
 
 
 

津波避難施設空白区域への津波避難施設を整備します。 

日ヶ崎地区は津波避難タワー（工事）を整備します。 
高師山・松山・若磯地区は、津波避難施設の用地測量・地質調査を実施します。 

 

担当：危機管理課 

財   源 

国・県 １億７,０１７万円 

市 債 

市 

その他 

６,８２０万円 

4,０４９万円 

１,０７６万円 

事業費の内訳 

工 事 費  １億７,７０３万円 

負 担 金    ６,２８９万円 

委 託 料       ２,４０５万円 

そ の 他       ２,５６５万円 

ふるさと応援基金 １,１４９万円充当 

《消防車両の整備》  

 

事業費 ３,９１６万円 担当：警防課・消防総務課 

 
 
 
 

事業費の内訳 

車両整備費   ３,９１６万円 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

国・県 

市 債 

市 

その他 

１,２０９万円 

２,０９０万円 

６１６万円 

１万円 

最新の資機材を装備した消防指揮車を配備するとともに、老朽化した消防団第４分

団の消防ポンプ自動車を更新します。 

 
 

《その他の主な事業》 

 

防犯まちづくり事業  【危機管理課】               ２,２７９万円 

・生活道路の夜間安全確保と犯罪防止のため、防犯灯の整備及び維持管理を行います。 

また、市内の防犯灯を一括してＬＥＤ化し、省エネルギーの推進や維持管理費の軽

減を図ります。 

 

財   源 

拡 
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通信施設整備費  【危機管理課】                 ８,８０４万円 

・同報無線子局をアナログ波からデジタル波へ変更するための整備を行うととも

に、通信施設等の維持管理を行います。 

 

消防団運営費  【消防総務課】                 ６,５０５万円 

  ・消防団員活動を推進し、地域防災力の向上を図ります。 

 

通信指令装置・消防救急無線整備事業  【警防課】        ２,６６４万円 

・１１９番の受付や各種災害情報・気象情報の受信伝達等を行うため、通信指令装

置及び消防救急無線装置の維持管理を行います。 

 

河川・排水路維持補修事業  【土木管理課】           ２,３０９万円 

・準用河川、普通河川及び排水路等の維持管理を行います。 

 

ＴＯＵＫＡＩ－０総合支援事業  【建築住宅課】          ２,０６８万円 

・建物等の耐震化を推進します。 

 

浜名港修築事業負担金  【土木管理課】             １,８００万円 

・静岡県が行う浜名港の整備に対し、応分の負担をします。 

 

交通安全推進事業  【危機管理課】               １,２５６万円 

・年４回の交通安全運動などを通じ、交通安全意識の高揚を図ります。 

 

急傾斜地崩壊対策事業  【建築住宅課】               ３４３万円 

・白須賀宿北の急傾斜地崩壊対策を行います。 
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gairojyu 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 自然と環境に配慮したきれいなまち1１億９,５３６万円 

《その他の主な事業》 

 

 廃棄物対策事業  【廃棄物対策課】              ６億９,４８３万円 

  ・家庭系廃棄物を適正に収集運搬するとともにごみの分別、減量及び資源化を推進し

ます。 

 

公園維持管理事業  【土木管理課】               ６,２５８万円 

 ・公園の保全と緑豊かな緑地の維持管理を行います。 

 

廃棄物処分場管理運営事業  【廃棄物対策課】          ５,９０２万円 

 ・笠子廃棄物処分場及び新居廃棄物処分場の維持管理及び運営を行います。 

 

道路施設樹木維持管理事業  【土木管理課】           ３,６１３万円 

・道路の緑地の保全を行い、潤いのある生活環境を整備します。 

 

花と緑のまちづくり推進費  【環境課】             １,２４３万円 

・市民の協力のもと、年間30万本の花苗を育成し公共花壇等に植えるとともに、春

と秋に緑花フェアを開催します。 

 

環境にやさしいエネルギー普及事業  【環境課】          ５０３万円 

・地球温暖化防止対策の一環として、温室効果ガスの削減や省エネルギー対策を推進 

します。 

《ごみ処理施設管理運営事業》 

  
事業費３億１,２１２万円 

 
 
 
 
 
 
<焼却再稼働する環境センター> 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

環境センターのリサイクルプラザの運営委託のほか、焼却施設の再稼動に向けて、
施設長寿命化計画の策定、ＰＦＩ導入可能性調査を行います。 

担当：廃棄物対策課 

財   源 

国・県 ４８０万円 

市 債 

市 

その他 

０万円 

２億５,９５７万円 

４,７７５万円 

事業費の内訳 

委 託 料 ２億３,８５４万円 

修 繕 料   ４,００５万円 

手 数 料     ７９７万円 

そ の 他   ２,５５６万円 

ふるさと応援基金 １,５２８万円充当 

拡 
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《（都）大倉戸茶屋松線 

整備事業》 

   

事業費６億１,３２１万円 

 
 
 
 

産業振興に資することに加え、市民の利便性の向上を図るため、都市計画道路 

大倉戸茶屋松線の整備を行います。 

担当：土木建設課 

財   源 

国・県 ３億３,５５０万円 

市 債 

市 

その他 

２億４,９９０万円 

２,７８１万円 

０万円 

事業費の内訳 

補   償 ３億３,０００万円 

土地購入費 ２億８,０００万円 

そ の 他      ３２１万円 

 

 

 

 

 

《土地区画整理事業費》 

 

  

事業費３億１,０４６万円 

 
 
 
 

標高３０メートル以上の浜名湖西岸地区に新たな工業団地を造成する土地区
画整理事業を支援します。 

担当：都市計画課 

財   源 

国・県 ０万円 

市 債 

市 

その他 

８３０万円 

３億０,２１６万円 

 ０万円 

事業費の内訳 

委 託 料 ３億１,００4万円 

そ の 他     ４２万円 

 

５ 調和のとれた便利なまち     ５３億５,９２３万円 

ふるさと応援基金  ３３４万円充当 

拡 

拡 
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《その他の主な事業》 

 

都市計画関係事務費  【都市計画課】               1,２８５万円 

・都市計画法や都市再生特別措置法等に基づき、都市計画行政を推進していきます。 

  平成30年度は、立地適正化計画策定に向けた基礎調査等を実施します。 

 

道路維持管理事業  【土木管理課】                １億６,５６９万円 

・良好な路面及び排水施設の維持管理を行います。 

 

し尿処理費  【廃棄物対策課】                1億２,９１５万円 

・し尿、浄化槽汚泥を適正に処理するため、衛生プラントの運転管理等を行います。 

 

バス事業  【市民協働課】                    ７,７７３万円 

・各地区からJR各駅へ運行するコミュニティバス事業を実施します。 

 

地域公共交通対策事業  【市民協働課】               ８８７万円 

・地域公共交通会議を開催し、計画に基づいた利用促進や運行内容などの見直しを行

います。 

デマンド型乗合タクシー運行事業  

・デマンド型乗合タクシーの実証実験を白須賀地区（第１，２，５，６自治会）に

おいて9月末まで実施します。 

 

新所原駅嵩山線道路改良事業  【土木建設課】           ４,０５７万円 

 ・自動車及び歩行者の増加に伴い、未整備区間の歩道の設置と交差点の改良を行いま

す。 

 

合併処理浄化槽補助事業  【廃棄物対策課】             ３,９３３万円 

・合併浄化槽設置の補助を行います。 

 

橋梁長寿命化事業  【土木管理課】                ３,９１０万円 

・橋梁点検を実施し、計画的修繕を行います。 

 

鷲津駅谷上線整備事業  【土木建設課】              ３,６３３万円 

 ・鷲津駅谷上線の歩道未整備区間の整備に向けて用地測量等を行います。 

 

拡 
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《企業会計》 

 

水道事業会計  【水道課】                  １５億８,０７４万円 

・生活に欠くことができない水道水を安全で安定的に供給するとともに、水道事業を安

定的に継続できるよう経営を行います。 

 

公共下水道事業会計  【下水道課】              ２５億６,０２２万円 

・長期的に安定した健全な経営を持続するため、平成３０年４月から企業会計に移行し

ます。 

６ 産業の発展や交流による活力あふれるまち  １０億２,２７３万円 

《その他の主な事業》 

 

観光振興事業  【商工観光課】                  １,８６４万円 

・静岡県下で行われるＪＲデスティネーションキャンペーンや浜松・浜名湖ＤＭＯに

参画するなど広域連携を進め、効果的な観光行政を展開します。 

 

《関係人口対策事業》  

  
事業費    ９７万円 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

SNS等の活用により、「こさい」の魅力を発信し、今まで関係が少なかった転出者や

ふるさと納税者といった「関係人口」と市との繋がりを強化し、知名度の上昇、交

流人口の増加、稼ぐ力の強化（ふるさと納税）などへ繋げていきます。 

担当： 企画政策課 

財   源 

国・県 ０万円 

市 債 

市 

その他 

０万円 

９７万円 

 ０万円 

事業費の内訳 

印刷製本費     ３０万円 

そ の 他      ６７万円 

拡 

新 

ふるさと応援基金   ９７万円充当 
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企業立地促進事業  【商工観光課】             2億６,３８１万円 

・湖西市への企業移転または、市内企業の移転・拡充等に対し奨励金を交付し、産業

の振興と雇用機会の拡大を図ります。 

 

農業基盤整備事業  【農林水産課】             １億３,８４０万円 

・農業用施設の維持管理を行います。 

・豊川用水二期事業及び県営事業を推進します。 

・湖西用水土地改良区へ補助金を交付します。 

 

勤労者定着促進事業  【商工観光課】              ３,２１５万円 

・住宅建設資金の借入金に対する利子補給を行います。 

 

道の駅潮見坂管理運営事業  【商工観光課】           ２,８３５万円 

  ・まちのにぎわいと活気を創出するため、地域振興施設である道の駅「潮見坂」の運

営を行い、イベントの開催などで集客を図ります。 

 

技術・技能開発事業  【商工観光課】              ２,２５４万円 

・企業の技術者及び技能者の養成を行います。 

 

小規模事業経営改善支援事業  【商工観光課】          ２,０４２万円 

  ・小規模事業者の振興と安定を図るため、商工会に補助を行います。 

 

新居弁天今切体験の里管理運営事業  【商工観光課】       １,８８４万円 

  ・浜名湖の資源を生かした体験交流の活動拠点としての施設管理を行います。 

 

雇用開発事業  【商工観光課】                 １,２３３万円 

・学生、若者、女性、高齢者など、多様な人材の就労を支援し、産業を担う人材・労

働力の確保を目指します。 
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７ 歴史・伝統・文化を生かし次世代に継承するまち  ６,６８５万円 

《新居関跡保存整備事業》  

  

事業費  ８３０万円 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

国特別史跡「新居関跡」の保存整備を行い、江戸時代後期の新居関所の歴史的空間を復

元するため、女改之
おんなあらための

長屋
な が や

の復元整備工事を行います。 

担当：スポーツ・文化課 

財   源 

国・県 ５４３万円 

市 債 

市 

その他 

２４０万円 

４７万円 

 ０万円 

事業費の内訳 

工 事 費    ７７０万円 

委 託 料     ３４万円 

そ の 他     ２６万円 

ふるさと応援基金  ５７０万円充当 

《その他の主な事業》 

 

新居関所史料館管理運営事業  【スポーツ・文化課】       １,８６９万円 

・新居関所の保全に努めるとともに、地域の歴史史料を保存伝承し、新居関所史料

館の管理を行います。 

   

文化財保護保存事業  【スポーツ・文化課】            １,１５２万円 

・文化財の保護保存及び収蔵文化財の維持管理を行います。 
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 総合計画の推進に向けて      ６億４,６１０万円 

《主な事業》 

 

ハッピーアニバーサリー推進事業  【秘書広報室】         １５０万円 

 ・人生の記念になるような特別なオリジナル届出用紙を提供することで、結婚・出

産を祝福するとともに、併せて市のイメージアップに向けた魅力発信を行う。ま

た、用紙を販売することで「稼ぐ力」の強化を図り、市の歳入確保に貢献する。 

 

企画推進事業  【企画政策課】                  ８０５万円 

 ・若い世代の本市への移住定住を促進し、「職住近接」による家族との豊かな生活を

提案していくため、婚姻を機に市外から転入する世帯に助成を行います。 

 

公共施設マネジメント推進事業  【公共施設マネジメント推進室】   ５１６万円 

 ・市が保有する公共施設の適正化に向け、公共施設再配置個別計画の進行管理、施

設情報の一元管理及び包括施設管理導入調査を行います。 

・市民会館等複合施設の推進において、市民相互に意見交換する「市民会議」を設

置します。 

 

新 

新 

ふるさと応援基金  ３００万円充当 

新 
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用 語 解 説 

 

用   語 説     明 

い 依存財源 自主的に収入することができない財源のことをいいます。国庫補助金や

市債など自主財源以外のものがこれにあたります。 

一般会計 市税、国や県から補助金・交付金、手数料などの収入や、市の行う仕事

に必要な支出といったお金の処理をまとめて行うために設けられた会

計で、市のお金の流れの中心となっています。 

一般財源 財源の使途が特定されず、どのような経費にも使用することができる財

源のことです。 

地方税、地方譲与税、地方交付税などがあります。 

か 株式等譲渡所得割

交付金 

株式などの譲渡によって所得が発生した場合には税がかかりますが、こ

の税の一部を財源として、県が一定の基準により、市に対して交付する

ものです。 

き 基金 特定の目的のために積み立てた資金や維持する財産、または定額の資金

を運用するために設ける資金や財産のことです。 

財政調整基金、減債基金などがあります。 
寄附金 民法上の贈与で、金銭に限られるものです。 

使途が特定されない「一般寄附金」と、使途を限定した「指定寄附金」

があります。 

く 繰入金 一般会計、特別会計および基金の間で、相互に資金運用をするものです。 

他の会計からその会計に資金が移される場合を「繰入」、その会計から

他の会計に資金を移す場合を「繰出」といいます。 

け 経常経費 毎年度持続して経常的に支出される経費で、地方公共団体が行政活動を

行うために必要な一種の固定的経費のことです。 

県支出金  県が市に対して支出するものです。 

県自らの施策として単独で交付するものと、国庫支出金を県が経費の全

部または一部として交付するものがあります。 

こ 交通安全対策特別

交付金 

道路照明灯、カーブミラーなどの道路交通安全施設の設置や管理に必要

な経費にあてるために、道路交通法に定める反則金を財源として、国が

市に対して交付するものです。 

国庫支出金 国と市が共同で事業を行う場合、あらかじめ経費の負担割合を定めます

が、それに基づいて、国が市に対して支出するものです。 

負担金、委託費、特定の施策の奨励、財政援助のための補助金などがあ

ります。 

さ 財産収入  市が有する財産の貸付け、売払いなどにより得た現金収入のことです。 

公共用地の売払収入や、基金積立金の利子などが該当します。 

歳入 ４月１日から翌年３月３１日の１年間を「会計年度」と呼びますが、こ

の会計年度におけるすべての収入のことです。 

歳出 ４月１日から翌年３月３１日の１年間を「会計年度」と呼びますが、こ

の会計年度におけるすべての支出のことです。 

し 市債 学校や庁舎などを建設する場合のように、長期間にわたって利用するこ

とができ、多額の経費が必要なものの財源に充てるため、地方自治体が、

政府・地方公共団体金融機構・銀行などから調達する長期的な借入金を

「地方債」といいます。この「地方債」のうち、市が調達する資金が「市

債」です。 

市債を起こすことを「起債」といいます。 

自主財源 市が自主的に収入することができる財源のことをいいます。市税、分担

金及び負担金、使用料、手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、

諸収入がこれにあたります。「自主財源」の割合が大きいほど財政は安

定していると言えます。 
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用   語 説     明 

し 市税 市民の皆さんや市内に事務所などを持つ法人などに納めていただく税

金です。 

自動車取得税交付

金  

自動車取得税の一部を財源として、県が市道の長さや面積に応じ、市に

対して交付するものです。 

使用料及び手数料 使用料とは、市が特定の人たちのために何らかの便益を与えることによ

りその人たちの受益に対して実質負担的な意味で徴収するものです。 

手数料とは、市が特定の者のためにする役務に対しその費用を補うため

に、役務の提供を受けるものから徴収するものです。 

体育館の使用料や、住民票の写しの交付手数料などが該当します。 

諸収入 収入の性質により、他の収入科目に含まれない収入をまとめたもので

す。 

延滞金、預金利子、貸付金元利収入、雑入などがあります。 

た 単独事業 市が国や県の補助などを受けずに、市独自の経費で任意に実施する事業

です。 

ち 地方交付税 全国どの市町村に住んでも一定水準の行政サービスが受けられるよう、

所得税、法人税、酒税、消費税、たばこ税といった国税の一定割合を財

源として、国が一定基準により市に交付するものです。 

地方消費税交付金 地方消費税の一部を財源として、県が人口と従業者数で按分し、市に対

して交付するものです。 

地方譲与税 国税として徴収したものを、国が一定の基準により、市に対して譲与す

るものです。 

地方道路譲与税、自動車重量譲与税などがあります。 

地方特例交付金 国の施策である恒久的な減税により、市税が減収となりました。 

その一部を補てんするために国から交付されるものです。 

と 特定財源 補助金のように用途が特定されている財源です。 

国庫支出金、県支出金、市債などがこれにあたります 

り 利子割交付金 金融機関などから利子の支払いを受ける際には税がかかりますが、この

税の一部を財源として、県が個人県民税の額に応じて、市に対して交付

するものです。 

は 配当割交付金 上場株式などの配当には税がかかりますが、この税の一部を財源とし

て、県が一定の基準により、市に対して交付するものです。 

ふ 分担金及び負担金 分担金とは、市で行う特定の事業の経費に充てるため、その事業により

特別な利益を受ける数人もしくは市のうちの地域の一部が利益を得る

場合に、それらの者からその受益を限度として徴収するものです。 

負担金とは、国や地方公共団体が特定の事業を行う場合、その経費に充

てるため、特別に関係のあるものから経費の一部または全部の負担を求

めるものです。保育園の保育料などが該当します。 

ほ 補助事業 市が、国や県から、負担金・補助金を受けて行う事業です。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成30年度 

   わかりやすい予算書 
 － 平成30年度湖西市予算概要 — 

    

   発 行  平成30年４月 

   編 集  湖西市総務部財政課 

        〒431-0492 

        静岡県湖西市吉美3268番地 

        TEL  053-576-1112 

        FAX  053-576-1115 

        E-mail zaisei@city.kosai.lg.jp 

mailto:zaisei@city.kosai.lg.jp

